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　人口の動き
一9月1日現在一
男55P85（一23）

女覧765（＋8）
計11．う耳8（一15）

世帯数2．517（」1）

（）内は前月との比較
発行川西町・町長根津正三編集企画室広報係北村準一定価1部5円印刷白南風社
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伊
友
地
区
に
建
設
中
で
あ
っ
た
老
人

い
こ
い
の
家
「
月
見
荘
」
が
完
成
し
、

明
十
一
日
開
所
式
が
行
な
わ
れ
る
。

六
月
十
一
日
着
工
以
来
三
か
月
、
契
約

期
限
よ
り
数
日
早
く
完
成
を
み
た
わ
け

で
あ
る
。
木
造
平
家
建
て
、
延
べ
二
六

四
平
方
メ
ー
ト
ル
（
八
○
坪
）
の
内
部

施
設
は
、
ス
テ
！
ジ
つ
き
三
十
六
畳
の

大
広
間
と
豪
華
な
男
女
別
浴
室
を
主
体

に
、
少
人
数
の
利
用
に
供
す
る
小
部
屋

三
の
ほ
か
、
事
務
室
、
ボ
イ
ラ
ー
室
、

便
所
等
が
あ
る
。
そ
の
敷
地
は
、
月
見
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が
原
公
園
を
眼
下
に
見
お
ろ
す
長
徳
寺

裏
の
台
地
に
位
置
し
、
自
然
の
景
観
と

清
浄
な
空
気
に
恵
ま
れ
た
閑
静
な
環
境

で
あ
る
。
こ
の
施
設
は
、
県
費
補
助
と

年
金
特
別
融
資
及
び
県
貸
付
金
を
得
て

建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
町
老
人
福
祉
施

策
の
一
つ
の
拠
点
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
前
進
し
た
町
の

　
　
　
老
人
対
策

　
平
均
寿
命
の
伸
び
と
出
生
率
の
低
下

が
わ
が
国
に
お
け
る
老
齢
人
口
の
率
を

年
々
高
め
て
い
る
が
、
こ
の
傾
向
は
若

年
層
の
流
出
の
激
し
い
過
疎
地
帯
に
お

い
て
は
い
っ
そ
う
顕
著
な
も
の
が
あ
る

現
に
川
西
町
の
老
人
人
口
率
は
、
国
の

そ
れ
よ
り
常
に
四
～
五
％
高
い
数
字
を

示
し
て
い
る
。
そ
の
上
最
近
の
傾
向
と

し
て
老
人
自
殺
者
の
率
が
高
い
こ
と
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
町
と
し
て
は
、
漫

然
と
国
県
の
施
策
の
み
を
待
っ
て
い
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
事
態
に
迫
ら
れ
て

お
り
、
乏
し
い
財
政
の
中
か
ら
そ
の
対

策
に
最
善
の
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
こ
と
し
の
老
人
福
祉
予

算
は
千
三
百
九
十
七
万
円
と
一
躍
前
年

度
の
十
三
倍
に
増
額
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
全
体
の
八
割
に
当
た
る
千
百
五

十
万
円
が
い
こ
い
の
家
建
設
費
で
占
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
主
要
な
原
因
で
あ

本
格
的
な

　
内
装
工
事

役
場
庁
舎
増
築
③

　　　Dじ　レ，，，

　
上
の
写
真
は
、
八
月
末
に
神
社

町
の
路
上
で
撮
影
し
た
も
の
で
す

　
こ
れ
で
は
、
ま
だ
サ
ッ
シ
が
見
，

え
ま
せ
ん
が
、
い
ま
で
は
、
そ
の

取
り
付
け
を
終
了
し
、
左
官
・
タ

イ
ル
工
事
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
内
装
工
事
に
か
か
る

と
い
う
の
が
現
在
の
状
況
で
、
境

に
な
っ
て
い
る
現
庁
舎
各
階
の
壁

も
打
ち
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
広
く

な
る
庁
舎
で
、
行
き
届
い
た
サ
ー

ビ
ス
を
目
ざ
し
て
、
工
事
は
順
調

に
進
ん
で
い
ま
す
。

：
レ

る
が
、
ほ
か
に
、
敬
老
祝
金
、
ね
た
き

り
老
人
見
舞
金
、
特
殊
寝
台
貸
与
等
い

く
つ
か
の
重
要
な
新
規
事
業
費
も
計
上

さ
れ
て
い
る
。
敬
老
祝
金
は
七
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
に
年
額
一
千
円
を
支
給

す
る
も
の
で
、
こ
と
し
は
敬
老
の
日
を

期
し
て
三
百
九
十
五
人
に
贈
ら
れ
る
。

ね
た
き
り
老
人
見
舞
金
は
六
十
五
歳
以

上
の
該
当
者
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、

現
在
十
八
人
の
該
当
者
が
あ
る
。
特
殊

寝
台
は
傾
斜
角
度
等
を
自
由
に
調
節
で

き
る
も
の
を
、
ね
た
き
り
老
人
の
う
ち

一
定
の
要
件
を
備
え
た
者
に
貸
し
つ
け

ら
れ
る
。
以
上
の
ほ
か
、
継
続
事
業
と

し
て
家
庭
奉
仕
員
の
設
置
、
老
人
健
康

診
査
、
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
等
が
あ
る
。

　
月
見
荘
で

　
　
　
心
の
安
ら
ぎ
を

　
こ
れ
ら
は
、
老
人
福
祉
の
理
想
か
ら

は
、
な
お
ほ
ど
遠
い
も
の
が
あ
る
と
し

て
も
、
町
と
し
て
は
画
期
的
な
前
進
で

あ
り
、
そ
の
財
政
負
担
も
決
し
て
軽
い

も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
現
在
切
実

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
老
人
医
療
の
公

費
負
担
等
に
つ
い
て
は
、
貧
弱
な
町
村

財
政
を
も
っ
て
解
決
す
る
こ
と
は
至
難

で
あ
り
、
国
の
責
任
に
お
い
て
一
日
も

早
く
実
現
す
る
こ
と
が
切
望
さ
れ
る
。

　
本
来
老
人
福
祉
の
基
本
は
国
の
施
策

に
待
つ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
町
に
は
国

の
施
策
を
補
っ
て
キ
メ
細
か
く
果
た
す

べ
き
基
礎
的
地
方
公
共
団
体
と
し
て
の

役
割
り
が
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て

月
見
荘
建
設
の
意
義
は
、
老
人
の
も
う

一
つ
の
心
の
病
気
と
も
い
う
べ
き
孤
独

感
に
よ
る
精
神
的
不
安
を
少
し
で
も
除

去
し
て
、
そ
の
安
ら
ぎ
を
取
り
も
ど
す

た
め
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
こ
と
で
あ

る
。
今
度
十
分
活
用
し
、
実
効
を
あ
げ

る
こ
と
を
確
信
し
た
い
。

認～辮灘晶鄭
（二人五動間　護ん
二＋の　月　◇月征
胡艇間蠣暢
～）郵鍵鵬間
三◇旬日人害傷犬◇
十結間）福者害一精
日核（　祉雇特掃神
）予十◇週用約運薄
　防五働間促普動弱

　二　　　　　　　　　　十　　十　　十　　　　十

（十千例人員委関八時四十三見式一
会五手）いの員係日か日一日が’日
場日診がこ選・（　　ら　時　原午
な　　療議い任固教町千農か橘の前老
ど町所題の）定育議手業ら地同十人
未交でと家や資委会診委橘区所時い
定通開し設条産員定療員小敬で半こ
）対くて置例評・例所会学老。かい
　策o予関制価選会で’校会　　らの
　協　定係定審挙’開午で’　伊家
　議　さの（査管人く前開午　友開
　会　れ条老委理事。九く前　月所

吉〃合〃昔〃育習百　　囹
　　　　　　　　　九

蝉羅壽肇睾聾行
予沢管共諏消遺委復
防老理済訪防跡員旧月
組人委損入演調会工
合・員害遺習査　事
会婦会評跡　　　　　等
議人　　価調　　　　　入

簸会査　　札　事



（2）（禦畿騰昌）第・耳5号しにわか報広昭和45年9月10日

町
議
会
報
告
（
第
六
回
臨
時
会
）

干
手
地
区
簡
易
水
道
工
事
罷
を
議
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単
年
度
で
は
最
高
の
六
千
六
百
万

　
千
手
地
区
の
簡
易
水
道
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

一
件
だ
け
を
審
議
す
る
第
六
回
町
議
会
臨
時
会
は
、

先
月
十
一
日
、
例
に
よ
っ
て
千
手
診
療
所
で
午
前
十

時
に
開
会
さ
れ
、
契
約
金
額
（
六
千
六
百
万
円
）
、

　
北
栄
建
設
が

　
　
　
　
　
落
　
札

　
以
下
は
、
こ
の
臨
時
会
に
お
け
る
お

も
な
質
疑
の
模
様
で
す
。

根
津
町
長
　
提
案
理
由
を
説
明

し
ま
す
。
先
の
臨
時
会
で
、
山
の
根
を

契
約
の
相
手
方
（
北
栄
建
設
）
等
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
臨
時
会
の
閉

会
は
午
前
十
時
五
十
二
分
で
、
記
録
的
な
短
時
間
審

議
で
し
た
。

含
む
千
手
地
区
の
全
体
的
な
水
道
計
画

に
つ
い
て
予
算
の
議
決
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
さ
る
三
日
、
四
者
に
よ
る

指
名
競
争
入
札
を
実
施
し
ま
し
た
。
結

局
、
六
千
六
百
万
で
北
栄
建
設
に
決
定

し
た
の
で
す
が
、
こ
の
額
は
、
町
始
ま

っ
て
以
来
の
高
額
請
負
額
で
す
。
す
で
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工場誘致の第1号、ハリマヤ運動用品株
式会社の仙田工場が完成し、8月30日、盛大に落成
式が行なわれました（写真）この工場の製品はメワ
ヤスはだ着で、今月中旬から予備操業、11月から本
格的操業が開始されます。

に
仮
契
約
を
終
え
、
段
取
り
を
整
え
て

い
ま
す
が
、
議
会
の
議
決
を
待
た
な
け

れ
ば
仕
事
を
開
始
で
き
ま
せ
ん
。
大
き

な
事
業
を
、
事
故
の
な
い
よ
う
遂
行
い

た
す
所
存
で
す
。
ど
う
か
ご
審
議
の
う

え
議
決
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
野
圭
二
氏
　
個
人
の
配
管

に
つ
い
て
も
北
栄
建
設
が
め
ん
ど
う
を

み
て
く
れ
る
の
か
。

　
ゑ

数
藤
水
道
課
長
　
　
そ
の
と
お
り

で
す
。

須
藤
寛
蔵
氏
　
昨
年
と
こ
と

し
の
請
負
業
者
の
関
係
は
ど
う
か
。

数
藤
水
道
課
長
　
同
一
の
会
社

で
す
。

田
中
与
三
郎
氏
　
水
道
事
業
で

不
詳
事
を
起
し
た
新
津
市
で
は
、
一
種

の
セ
ク
ト
主
義
を
断
ち
切
る
た
め
、
あ

る
一
画
が
完
了
し
次
の
区
画
に
移
る
際

は
、
完
了
し
た
区
画
の
請
負
業
者
を
は

ず
し
て
入
札
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
う

い
つ
た
方
法
は
、
今
後
、
十
分
に
考
慮

し
て
ほ
し
い
。

市
川
富
二
氏
　
昨
年
の
工
事

費
と
今
回
の
工
事
費
の
額
に
つ
い
て
、

大
略
で
よ
い
が
説
明
し
て
ほ
し
い
。

根
津
町
長
　
昨
年
の
場
合
は
、

山
の
根
を
除
い
た
千
手
地
域
の
水
道
を

布
設
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
申
請
す
る

肉一

　
　
　
　
　
聾

　
　
　
　
欝

灘
導
繍

　
　
　
饗

醗
鱗 き

　
　
　
　
　
し

購
　
　
　
購

　
　
督
燃

　
　
鞭

た
め
の
予
算
で
あ
り
、
そ
の
時
点
、
国

の
単
価
も
わ
か
ら
な
い
、
お
お
ま
か
な

見
積
り
で
し
た
。
そ
し
て
、
国
が
認
め

た
の
は
一
千
万
円
で
し
か
な
く
、
あ
と

は
削
る
結
果
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ

の
補
正
減
し
た
四
千
万
余
と
今
回
の
請

負
額
の
差
と
い
う
も
の
は
、
山
の
根
地

区
が
加
わ
っ
た
こ
と
や
単
価
の
相
違
の

ほ
か
、
昨
年
見
積
も
っ
た
当
時
の
事
情

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

建
設
工
事

　
　
　
請
負
の
状
況

蕪
灘
瀦
響

※
道
路
災
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①
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水
日
洗
を
ん
に

　
　
　
羽
水
）
さ
業

　
　
　
月
で
に
な
事

　
　
　
先
位
だ
み
の

　
　
　
　
単
び
の
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※
同

②
吉
楽
土
建

　
①
申
屋
敷

　
　
　
　
　
※
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西
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材

　
　
　
※
同
①
坪
山

　
③
七
万
八
千
円

　
　
　
　
①
霜
条

③
七
万
円

　
　
②
吉
楽
土
建

※
水
路
災
害
復
旧

　　　　水洗トイレの　先進地視察　　 i　先月24日、婦人会と衛生推進員の代表25人が、部落i
単位で水洗硬所設置を進めている栃尾市山葵谷（わさ　i
びだに）を視察いたしました・写真は視察中の婦人会i
のみなさんですが、一戸当りの経費は12万円たらずでi
この事業には、県の補助や融資もあります。　　　　i

土
建
③
七
万
九
千
円
①

上
新
井
　
　
　
　
　
③
八
万
三
千

円
　
※
同
　
　
　
　
②
吉
楽
土

建
③
九
万
六
千
円
　
　
　
　
①
坪

山
②
川
西
建
材

※
同

③
九
万
五
千
円

②川西建

材

※
河
川
災
害
復
旧
　
　
　
　
②
川

西
建
材
　
　
　
　
　
　
※
橋
災
害
復

旧
①
岩
瀬
　
　
　
　
③
九
万

九
千
円
　
　
　
　
　
　
　
①
東

善
寺
②
川
西
建
材
③
九
万
九
千
円

※
頭
首
工
災
害
復
旧
①
中
屋
敷

②
吉
楽
土
建
③
九
万
五
千
円

※
同
①
霜
条
②
川
西
建
材
③

八
万
六
千
円
　
　
※
河
川
災
害
復
旧

①
山
野
田
　
璽
口
楽
土
建
　
③
百
十
七

万
七
千
円
　
　
※
道
路
舗
装
　
①
下
原

②
地
元
施
行
③
百
五
十
万
円

※
建
設
機
械
車
庫
新
築
　
①
中
仙
田

②
小
川
建
築
③
百
四
＋
五
万
円

※
道
路
舗
装
①
上
野
②
野
沢
組

③
四
万
五
千
円
　
※
道
路
災
害
復
旧

①
中
仙
田
②
丸
山
工
務
所
③
八
＋

三
万
一
千
円
　
※
同
①
野
口
②

羽
鳥
建
設
③
四
＋
二
万
円
　
※
同

①
小
脇
璽
口
楽
土
建
　
③
百
八
十
三

万
九
千
円
※
同
①
中
仙
田
②

丸
山
工
務
所
③
八
＋
一
万
円

※
橋
災
害
復
旧
①
中
仙
田
②
川

西
建
材
　
③
四
十
一
万
七
千
円

※
同
①
中
仙
田
②
丸
山
工
務
所

③
六
士
芳
三
千
円
　
※
水
路
災
害

復
旧
①
中
仙
田
②
川
西
建
材
③

六
＋
七
万
二
千
円
　
※
同
①
小
根

岸
②
羽
鳥
建
設
③
三
＋
五
万
四
千

円
　
※
河
床
工
事
①
上
野
②
野

沢
組
③
七
万
三
千
円
　
※
農
地
保

全
　
①
小
脇
　
璽
口
楽
土
建
　
③
十
八

万
五
千
円
※
道
路
災
害
復
旧
①

東
善
寺
②
川
西
建
材
③
四
＋
三
万

八
千
円
　
※
三
桶
沢
線
舗
装
①
小

白
倉
②
吉
楽
土
建
③
六
＋
六
万
五

千
円
　
※
三
桶
沢
線
改
修
①
小
白

倉
②
吉
楽
土
建
③
八
＋
九
万
五
千

円
　
※
橋
災
害
復
旧
①
大
白
倉

②
吉
楽
土
建
③
九
万
九
千
円

※
防
火
水
槽
①
大
白
倉
②
吉
楽

土
建
③
五
士
二
万
三
千
円
　
※
同

①
田
戸
②
丸
山
工
務
所
③
五
十
万

九
千
円

籍※題得※

板入又寄　民
・　　司
嚢手垂贈一俗
早品ε者八
鼻　登月資
す　　 坂

り繁盆料
　　倉

外
．
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国
民
年
金
の
加
算
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
か
ら
加
入
開
始

　
国
民
年
金
に
、
加
算
年
金
制
度
が
取

り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
い
く
ら
か
余
分
の
保
険
料

を
納
め
て
も
い
い
か
ら
多
額
の
年
金
を

雛
欝
難
罷
騒
加
入
手
続
き
て
く
だ
さ
い
・
電

月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
希

望
者
だ
け
加
入
す
る
任
意
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
人
雛
薙

し
、
四
百
五
十
円
の
定
額
保
険
料
を
納

〔計算例〕
　保険料を定額分・加算分とも25年納めた場合の老齢年金額

　　欝1謂難駁雑：ll：lll胃｝合計・5α…円

め
て
い
る
人
で
、

民
税
の
所
得
申
告

者
ま
た
は
事
業
専

従
者
に
限
ら
れ
ま

す
。
い
わ
ば
、
所

得
の
あ
る
人
か
ら

加
入
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
も
の
で

保
険
料
の
免
除
を

受
け
て
い
る
人
は

加
入
で
き
ま
せ
ん

保
険
料
雛

料
月
額
四
百
五
＋

円
の
ほ
か
に
、
加

算
保
険
料
と
し
て

月
額
三
百
五
十
円

を
納
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
　
（
合

計
月
額
八
百
円
に

な
り
ま
す
。
）

年
金
額
翻

料
を
納
め
た
期
間

一
か
月
に
つ
き
百
八
十
円
を
か
け
た
額

が
年
金
額
と
し
て
定
額
の
老
齢
年
金
額

に
加
算
支
給
さ
れ
ま
す
。
　
（
上
段
の
計

算
例
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
）

　
　
　
　
　
　
　
年
金
係
へ
申
し
出

話
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
加
入
は
申
し

出
の
あ
っ
た
月
か
ら
始
ま
り
、
や
め
る

と
き
も
、
申
し
出
に
よ
っ
て
い
つ
で
も

や
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
将
来
の
、
よ
り
よ
い
生
活
を
保
障
す

る
た
め
に
も
、
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
加
入

さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

っ
て
い
る
よ
う
な
か
た
は
い
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
も
し
、
そ
の
よ
う
な
か
た
が
お
り
ま

し
た
ら
、
先
月
一
日
か
ら
、
掛
金
の
減

免
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
こ
の
際
、
加
入
を
さ
れ
る
よ
う

お
勧
め
し
ま
す
。

　
減
免
の
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。
詳

し
い
こ
と
は
援
護
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ

櫛

い
。▽

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
者

　
　
：
：
；
：
　
一
〇
Q
％
の
減
免

▽
町
民
税
の
非
課
税
者

　
　
：
：
：
：
：
五
Q
％
の
減
免

▽
町
民
税
の
均
等
割
だ
け
を
課

　
税
さ
れ
て
い
る
者

　
　
：
：
：
：
：
三
9
％
の
減
免

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

掛
金
を
減
免

　
　
心
身
障
害
者
扶

　
　
養
共
済
制
度

　
こ
と
し
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新
潟

県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
は
、
心

身
に
障
害
の
あ
る
か
た
の
保
護
者
か
ら

掛
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り

保
護
者
が
万
一
死
亡
さ
れ
た
よ
う
な
場

合
、
残
さ
れ
た
障
害
者
に
対
し
て
年
金

を
支
給
し
、
お
互
い
に
救
済
し
あ
う
と

い
う
趣
旨
の
も
の
で
す
。

　
年
金
は
月
額
で
二
万
円
。
し
た
が
っ

て
、
轡
金
も
千
円
か
ら
千
五
百
円
（
加

入
者
の
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
る
。
）
と

か
な
り
の
高
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
、
掛
金
の
高
額
で
あ
る
た
め
に

希
望
が
あ
り
な
が
ら
、
加
入
を
た
め
ら

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

　
十
月
一
日
か
ら
始
ま
る
赤
い
羽
根
共

同
募
金
運
動
は
、
こ
と
七
で
二
十
四
年

目
を
迎
え
、
七
十
年
代
の
充
実
し
た
社

会
福
祉
事
業
実
現
の
た
め
、
い
っ
そ
う

の
発
展
を
期
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
運
動
を
さ
さ
え
て
い

る
の
が
、
み
な
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
の

善
意
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
す
。

、
ち
な
み
に
、
昨
年
の
結
果
で
は
、
全

国
の
目
標
額
三
十
二
億
四
千
万
円
に
対

す
る
実
績
は
四
十
三
億
八
千
万
円
で
、

一
世
帯
当
り
百
八
十
八
円
と
い
う
数
字

に
な
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
善
意

の
積
み
重
ね
が
、
毎
年
、
何
十
億
と
い

う
財
源
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
す
。

　
集
ま
つ
た
お
金
は
、

O
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
に
三
一
・
Q
％

○
地
域
福
祉
の
向
上
に
　
二
六
・
八
，
％

○
福
祉
施
設
に
　
　
　
　
二
六
・
六
％
・

○
社
会
福
祉
総
合
計
画
等
に
二
・
九
％
‘

○
災
害
の
緊
急
援
護
に
　
　
二
・
九
％
σ

○
運
動
推
進
に
　
　
　
　
　
九
・
八
，
％

　
以
上
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
に
も
、
歳
末
助
け
合
い
を
含
め
て

三
十
万
五
千
九
百
八
十
六
円
が
昨
年
配

分
と
な
り
、
老
人
・
母
子
・
身
障
者
・

生
活
困
窮
者
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
出

か
せ
ぎ
者
援
護
等
に
む
け
ら
れ
ま
し
た

　
さ
て
、
こ
と
し
で
す
が
、
県
の
昭
和

四
十
五
年
の
目
標
額
は
八
千
三
百
五
十

二
万
二
千
円
。
前
年
に
比
べ
て
九
％
の

増
で
す
。

　
町
に
対
す
る
目
標
額
は
、
ま
だ
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
近
く
、
決
定
し
だ
い

嘱
託
員
を
通
じ
て
お
願
い
す
る
予
定
で

す
の
で
、
例
年
の
よ
う
に
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
封
筒
が
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

霊
き
ゅ
う
自
動
車

　
　
　
運
送
を
開
始

　
町
で
は
、
葬
祭
公
営
計
画
を
推
進
す

る
た
め
、
霊
き
ゅ
う
自
動
車
事
業
の
具

体
化
を
図
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ほ

ど
免
許
が
お
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
要

領
で
運
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

O
運
行
開
始

○
運
行
区
間

○
料
金

O
申
込
み

九
月
＋
日
か
ら

出
棺
場
所
か
ら
千
手
火

葬
場
ま
で
の
送
迎

千
九
百
円

役
場
窓
ロ
ヘ

拾うラ15成人式

△成人者代表の大海みき子さんに
　念品を贈る。
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敬
老
祝
金
、
三
九
五
人
に

十
五
日
か
ら
老
人
福
祉
週
間

　
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
多
年
に
わ
た

っ
て
社
会
に
つ
く
し
て
き
た
老
人
を
敬

愛
し
、
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
、
と
か

く
、
孤
独
で
み
じ
め
な
生
活
に
陥
り
や

す
い
老
人
の
生
活
を
、
明
る
く
豊
か
な

も
の
に
す
る
た
め
の
日
で
す
。
す
べ
て

の
人
が
、
老
人
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心

と
理
解
を
深
め
、
平
和
な
家
庭
、
明
る

い
社
会
を
つ
く
り
、
お
年
寄
り
の
み
な

さ
ん
か
ら
も
、
時
代
と
と
も
に
生
き
る

意
欲
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　
み
ん
な
で
築
く

　
　
　
豊
か
な
老
後

　
行
事
と
し
て
は
昭
和
二
十
六
年
か
ら

実
施
さ
れ
、
　
「
と
し
よ
り
の
日
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
三
十
八
年

の
老
人
福
祉
法
制
定
を
機
会
に
、
老
人

層
の
強
い
要
望
や
法
律
の
名
称
に
合
わ

せ
る
意
味
か
ら
『
老
人
の
日
」
と
改
め

ら
れ
、
さ
ら
に
、
四
十
一
年
、
国
民
の

祝
日
に
関
す
る
法
律
の
改
正
で
「
敬
老

の
日
」
と
な
っ
た
の
は
ご
存
じ
の
と
お

り
で
す
。

　
こ
の
日
を
中
心
に
、
〃
み
ん
な
で
築

こ
う
豊
か
な
老
後
〃
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

た
運
動
も
展
開
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、

こ
と
し
か
ら
、
町
で
は
、
七
十
五
歳
以

上
の
か
た
に
敬
老
祝
金
（
千
円
）
を
贈

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
該
当
者

は
三
百
九
十
五
人
、
地
区
別
で
は
千
手

百
十
四
人
、
上
野
六
十
四
人
、
橘
八
十

九
人
、
仙
田
百
二
十
八
人
と
い
う
内
訳

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
、
例
年
の
よ
う
に
、

七
十
五
歳
以
上
の
か
た
に
記
念
菓
を
、

九
十
歳
に
な
っ
た
か
た
に
記
念
品
と
お

祝
い
状
を
贈
り
ま
す
。
町
で
こ
ん
ど
九

　
　
そ
の
名
も

　
　
　
　
〃
月
見
荘
〃

　
　
一
面
の
町
政
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧

　
の
よ
う
に
、
伊
友
に
建
設
中
だ
っ

　
た
老
人
い
こ
い
の
家
が
完
成
（
写

　
真
）
、
明
十
一
日
に
開
所
式
を
行

　
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

　
か
ね
て
老
人
ク
ラ
ブ
員
か
ら
募
集

　
し
て
い
た
こ
の
施
設
の
名
称
に
つ

　
い
て
は
、
先
月
十
九
日
に
、
応
募

　
さ
れ
た
五
十
点
を
審
査
し
、
中
仙

　
田
・
山
の
根
・
一
分
団
・
伊
友
・

　
室
島
の
各
ク
ラ
ブ
、
そ
れ
に
仁
田

．
の
木
村
庄
平
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

　
た
〃
月
見
荘
〃
と
い
う
の
が
入
選

　
し
、
正
式
に
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

十
歳
に
な
っ
た
の
は
、
小
林
直
三
さ
ん

（
中
島
町
）
・
宮
ソ
メ
さ
ん
（
発
電
所

通
り
）
・
広
田
ノ
イ
さ
ん
（
沖
立
）
・

中
條
ミ
ネ
さ
ん
（
岩
瀬
）
の
四
人
で
す

　
十
月
一
日
に
、
第
十
．
一
回
の
国
勢
調
　
か
も
詳
細
な
資
料
が
ど
う
し
て
も
必
要
　
間
に
、
も
う
一
度
各
世
帯
を
訪
れ
、
記

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
を
集
め
て

　
国
勢
調
査
は
、
全
国
・
都
道
府
県
・
　
　
そ
の
た
め
、
今
回
の
調
査
で
は
、
い
　
そ
の
内
容
を
検
査
し
ま
す
。

市
区
町
村
の
人
口
や
男
女
、
年
齢

職
業
な
ど
の
構
成
を
明
ら
か
に
し

国
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
市
町
村
の

行
政
の
基
本
と
な
る
資
料
を
得
る

た
め
に
、

の
で
す
。

五
年
に
一
回
行
な
わ
れ
る
も

　
最
近
の
、
著
し
い
経
済
成
長
に
と
も

な
う
人
口
移
動
の
激
化
に
よ
っ
て
、
都

市
で
は
過
密
現
象
が
、
農
漁
村
で
は
過

疎
現
象
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
過

密
過
疎
の
対
策
の
ほ
か
、
地
域
計
画
、

道
路
計
画
、
社
会
福
祉
、
青
少
年
対
策

老
人
対
策
な
ど
の
諸
施
策
を
き
め
こ
ま

か
く
行
な
う
た
め
に
は
、
新
し
い
、
し

ま
ま
で
の
調
査
項
目
以
上
に
、
豊
富
で

詳
細
な
統
計
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、
調
査
員
が
中
心
と
な

っ
て
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
員
は
、
今
月
二
十
四
日
こ
ろ
か

ら
三
十
日
ま
で
の
間
に
、
受
持
ち
調
査

区
の
各
世
帯
に
「
調
査
票
」
と
「
記
入

例
」
を
配
り
、
記
入
を
依
頼
し
ま
す
。

そ
し
て
、
十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の

　
　
　
今
回
は
、
第
一
回
の
調
査
以
来

　
　
五
十
周
年
を
迎
え
る
調
査
に
当
た

　
　
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
成
果
が
得

　
　
ら
れ
る
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

ご
多
忙
の
時
期
に
な
り
ま
す
が
、
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

シンボルマーク

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

中阿相羽丸丸大若柄金星星
川部馬鳥山山海山澤子名名
　　　　　　　　　　加ま
幸優　好和和邦直秀和代ゆ
子子聡也江仁子美樹弘子み

亮重正　　一　正龍和一明
栄一行剛勇郎均輔男男夫彦

長長長長長長長長長長長長
女女男男女男女女男男女女

長
女
下
平
新
田

長
女
沖
立

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

命　
新
郎
平
野
優
一
　
山
野
田

　
新
婦
　
佐
藤
し
げ
子
　
岩
　
手
か
ら

命　
新
郎
　
星
名
　
明
彦
　
上
　
野

　
新
婦
　
和
田
由
蒔
恵
子
　
寺
　
泊
か
ら

　
昇
天
1
こ
め
い
福
を
祈
る

登
坂
め
ぐ
み

宮
佐
一
郎

高田山渡南
橋中田貫雲

ミ
ヨ

鹿
蔵

サ
ン

ソ
デ

席
吉

高小仁新中発岩
　　　町　電
　白　新仙所
　　　　　通
倉倉田田田り瀬

八八八八八六
八五一一〇八一

茂星平藤保
野名野巻坂

納
税
メ
モ

急
患
以
外
は

時
間
内
に
受
診
を

　
今
月
は
、
・
：
：
・

　
固
定
資
産
税

　
　
　
第
三
期
分
の
納
期
で
す
。

　
最
近
、
車
の
増
加
が
目
だ
ち
ま

す
が
、
八
月
末
の
軽
自
動
車
税
対

象
の
登
録
台
数
は
、

バ
イ
ク
五
〇
㏄
以
下
一
一
〇
〇
台

　
〃
　
五
〇
～
一
二
五
㏄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
一
台

茂
野
美
佐
子

五
＋
川
峰
夫

星
名
歌
織

小
川
由
起

佐
藤
千
枝
子

藤
田
博
行

青
野
奈
美
子
美博枝由歌峰佐和克美尚美
子行子起織夫子美之保仁紀

難藷馨墾華驚璽

そ
の
他
二
輪
　
　
　
　
　
五
六
台

耕
運
機
　
一
〇
五
八
台

軽
三
輪
　
　
一
二
台

軽
四
輪
（
貨
物
）
　
　
五
三
五
台

　
〃
　
　
（
乗
用
）
　
　
　
一
八
九
台

以
上
で
、
バ
イ
ク
等
二
輪
は
十
世

帯
に
八
台
、
軽
三
・
四
輪
車
は
十

世
帯
に
三
台
の
割
合
で
す
。

長
女
上
町

長
男
発
電
所
通

長二長長二二長二三長
女男女女女男女女男女

岩根伊沖上学藤藤越東
　　　　　校　　　ケ善
瀬深友立野町澤澤澤寺

　
県
医
師
会
で
は
、
八
月
一
日
か
ら
診

療
時
間
を
定
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
医
師
の
研
修
時
間
確
保
と

経
営
お
よ
び
労
務
管
理
の
合
理
化
が
目

的
で
す
。

　
急
患
以
外
は
、
病
院
あ
る
い
は
診
療

所
に
表
示
し
て
あ
る
時
間
内
に
受
診
す

る
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
険
課
）

　
　
　
　
　
　
　
小
わ
じ

毎
太
田
白
盤

囎
大
倉
金
子
洋
石

よ
く
笑
う
女
の
う
ち
わ
よ
く
動
く

沖
釣
に
あ
き
し
昼
寝
や
舟
の
中

と
り
ど
り
に
色
付
く
露
の
千
草
に
て

　
　
　
　
　
中
仙
田
樋
口
純
一

町
の
灯
の
遠
く
暮
れ
ゆ
く
稲
穂
か
な

車
あ
と
深
き
農
道
ば
っ
た
飛
ぶ

　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
舟

新
藁
を
ま
ず
豚
小
屋
に
敷
き
つ
め
し

稲
の
穂
の
垂
る
る
案
山
子
も
傾
ぎ
た
る

　
　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

早
生
の
穂
の
出
揃
近
し
田
水
見
る

　
　
　
　
　
悠
久
荘
金
子
義
夫

秋
水
と
な
っ
て
滝
落
つ
古
庭
か
な

　
　
　
　
　
　
千
手
高
橋
花
舟

土
埃
か
た
ま
り
と
べ
る
水
、
を
打
つ




